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広報　常陸大宮　　　　平成２３年１２月号２

特 別 会 計
支出済額収入済額予　算　額区　　　分

２０億４，１３９万２千円２２億２，９３２万９千円４９億９，０７７万５千円事業勘定
国民健康保険特別会計

７，２４９万４千円７，９９８万７千円１億７，０００万円診療施設勘定

１億８，９３９万２千円２億４，９８３万５千円８億８，８６８万９千円公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

２６４万１千円５，５３３万８千円２，１０２万２千円公 営 墓 地 特 別 会 計

１億９，７４１万１千円３億１，５７２万９千円９億２３１万９千円農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

１６億５，４１８万６千円１７億９，３２９万６千円３８億６，２５６万円介 護 保 険 特 別 会 計

３億９，０６２万３千円４億６，４５２万１千円１３億１，５５０万４千円簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

１，０９１万１千円１，１５２万８千円３，１５７万５千円宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計

３，２６７万４千円２，８８３万１千円５，７５２万６千円戸 別 浄 化 槽 整 備 事 業 特 別 会 計

５，０９０万６千円７，６４１万８千円９，９９７万９千円温 泉 事 業 特 別 会 計

１億３，１５５万６千円１億３，８０４万５千円４億１，４００万円後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

民生費

公債費

教育費

総務費

衛生費

土木費

農林水産業費

消防費

その他

80億3,982万6千円
76億8,804万2千円

33億8,027万9千円

65億6,600万2千円
27億7,227万3千円

16億1,286万1千円

30億723万9千円
10億2,807万5千円

23億9,054万3千円
10億2,729万7千円

21億8,798万2千円
11億6,775万1千円

16億4,906万9千円
5億3,399万3千円

13億9,527万4千円
5億6,494万3千円

11億3,275万4千円
4億2,066万3千円

22億2,951万6千円
5億3,864万5千円

予算額
支出済額
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現在のもので、平成２２年度から繰り越されたものを含めています）
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平
成　

年
度
の
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
が
２
０
５
億
４
千
万
円
、
特
別
会

２３

計
が
１
１
７
億
９
１
４
０
万
円
、
企
業
会
計
の
収
益
的
収
支
で
６
億
７
２
６
５

万
６
千
円
、
資
本
的
収
支
の
収
入
で
８
０
９
３
万
５
千
円
、
支
出
で
３
億
３
３

４
９
万
２
千
円
で
し
た
。
そ
れ
に
、
前
年
度
か
ら
の
繰
り
越
し
及
び
災
害
復
旧

事
業
関
連
補
正
な
ど
を
加
え
た
予
算
額
は
、
平
成　

年
９
月　

日
現
在
で
、
そ

２３

３０

れ
ぞ
れ
一
般
会
計
が
２
３
９
億
３
８
６
５
万
８
千
円
、
特
別
会
計
が
１
２
７
億

５
３
９
４
万
９
千
円
、
企
業
（
上
水
道
事
業
）
会
計
の
収
益
的
収
支
で
６
億
８

８
７
５
万
６
千
円
、
資
本
的
収
支
の
収
入
で
１
億
５
８
９
万
５
千
円
、
支
出
で

４
億
１
０
８
３
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊上記の金額は、平成２３年９月３０日現在の住民基本台帳人口４６，１５５人で算出しています。

○市民一人当たりの一般会計予算額　5 1 8 ,6 5 8 円

○市民一人当たりの市税額　9 9 ,9 9 3 円

民生費　１４２，２６０円 教育費　６５，１５５円 公債費　７３，２３８円 衛生費　４７，４０５円総務費　５１，７９４円

その他　４８，３０５円土木費　３５，７２９円 農林水産業費　３０，２３０円 消防費　２４，５４２円



広報　常陸大宮　　　　平成２３年１２月号３

地方交付税

市税

市債

国庫支出金

県支出金

繰入金

繰越金

諸収入

その他

予算額
収入済額

80億3,982万6千円80億3,982万6千円
76億8,804万2千円76億8,804万2千円
80億3,982万6千円
76億8,804万2千円

46億1,518万8千円
29億2,715万円

32億6,970万3千円
0円

22億9,151万1千円
7億6,839万9千円

15億8,515万7千円
2億3,344万7千円

10億4,254万1千円
51万4千円

10億3,343万4千円
10億3,343万4千円

4億5,829万2千円
1億9,127万円

16億300万6千円
6億7,366万4千円

一般会計 ����������������������

���������������������	
������

（※上記の予算額、収入済額及び支出済額は、平成２３年９月３０日

■問い合わせ■　
財政課　財政グループ
�５２－１１１１　（内線３７５・３７６）

常陸大宮市告示第５４－２号
　平成２３年１１月３０日
常陸大宮市長　三次　真一郎

市 債 の 状 況
実負担割合現　　　在　　　高区　　　　　分

３３．０％    （８２億９８１万円） ２４８億７，８２２万円一 般 会 計

３０．０％（４，４４０万円） １億４，８０２万円国保診療施設勘定

５４．６％（１７億２，１４５万円） ３１億５，２８４万円公 共 下 水 道 事 業

４８．４％（２０億８，６７０万円） ４３億１，１３６万円農業集落排水事業

５２．９％（１億１，３３１万円） ２億１，４１９万円戸別浄化槽整備事業

６８．３％（１８億７，８９７万円） ２７億５，１０５万円簡 易 水 道 事 業

３０．０％（３，４５６万円） １億１，５２１万円宅 地 造 成 事 業

３０．０％（１，２３２万円） ４，１０７万円温　 泉　 事　 業

１００．０％（１１億７，２２８万円） １１億７，２２８万円上 水 道 事 業

４１．５％（１５２億７，３８０万円） ３６７億８，４２４万円合　 　 　 　 計

※現在高の（　）内の金額は、市債のうち合併特例事業債や過疎対策事業債など、毎
年度の元利償還額の一部を地方交付税で補てんされる市債があり、それらの市債の
残高から補てんされる金額を除いて実際に市が負担する見込み額です。

　資本的支出額４，９６９万７千円に対して資本的収入額の不足額３，７５４万３千円は、過年
度分損益勘定留保資金、当年度分消費税資本的収支調整額及び当年度分損益勘定留保
資金で補てんしました。

水道事業会計 ［地方公営企業法第４０条の２第１項の規定に基づく公表］

２５，６８４人給 水 人 口

１０，１７２件給 水 件 数

１，４０５，５８３�／９月末有 収 水 量

１０，２４２�一日最大給水量

９，１６１�一日平均給水量

８３．８４％有 収 率

業務の状況
収支率収支額予算額区　　分

４４．８％３億８３４万
９千円

６億８，８７５万
６千円収入収　

益 ２１．５％１億４，８０６万
円

６億８，８７５万
６千円支出

１１．５％１，２１５万
４千円

１億５８９万
５千円収入資　

本 １２．１％４，９６９万
７千円

４億１，０８３万
４千円支出

予算の執行状況

主　な　財　産

山林、原野等
６，３７３，１５４．８０㎡

基金及び出資金
７６億９，９３２万３千円

建物
２７９，６８４．５６㎡

公共施設敷地
４，８４６，０２１．９４㎡

宅地
７，２４６．２９㎡

車
２２９台
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行
政
評
価
外
部
評
価
委
員
会
は
、
市
が

実
施
す
る
行
政
評
価
に
つ
い
て
、
外
部
の

意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該

事
務
事
業
評
価
の
客
観
性
と
透
明
性
を
図

り
、
よ
り
効
果
的
で
効
率
的
な
行
政
運
営

を
推
進
す
る
た
め
、
平
成　

年
７
月
に
設

２１

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
茨
城
大
学
人
文
学
部
教
授

の
佐
川
泰
弘
氏
を
委
員
長
と
し
て
、
５
人

の
委
員
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
内
部
評
価
を
行
っ
た
事
務

事
業
の
中
か
ら　

事
務
事
業
を
選
定
し

２１

て
、
６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
外
部
評
価

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、　

月　

日
、
平
成

１０

１７

　

年
度
行
政
評
価
外
部
評
価
報
告
書
が
市

２３長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
書
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
　

の
事
務
事
業
の
今
後
の
方
針
が
内
部

２１
評
価
と
外
部
評
価
の
評
価
結
果
で
は
大
き

く
異
な
り
、
総
じ
て
担
当
課
（
局
）
か
ら

見
て
厳
し
い
評
価
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
が
行
政
に
対
し
求
め
る
こ
と
や
社

会
の
環
境
は
常
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
事
務
事
業
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の

方
法
や
同
じ
コ
ス
ト
で
市
民
へ
の
サ
ー
ビ

ス
を
よ
り
良
く
す
る
方
法
を
職
員
が
自
主

的
に
考
え
な
が
ら
仕
事
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
祭
り
へ
の
補
助
事
業
に
つ
い
て

は
、
常
陸
大
宮
市
補
助
金
等
見
直
し
要
領

に
定
め
る
補
助
率
を
遵
守
す
る
と
と
も

に
、
準
備
や
運
営
に
市
職
員
が
深
く
関
わ

り
、
事
実
上
市
の
業
務
に
な
っ
て
い
る
祭

り
が
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
い
か
に
し
て

「
民
」に
よ
る
祭
り
と
し
て
い
く
の
か
を
実

行
委
員
会
と
協
議
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
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①
正
規
・
非
正
規
の
職
員
が
労
働
力
を

平
成
23
年
度

投
入
し
、
事
務
事
業
を
実
施
し
て
い

る
た
め
、
人
件
費
分
を
加
味
し
た
コ

ス
ト
算
定
を
行
う
こ
と
。

②
直
近
の
実
績
を
基
に
安
易
に
目
標
を

設
定
す
る
の
で
は
な
く
、
施
策
レ
ベ

ル
の
目
標
に
照
ら
し
て
各
年
度
の
目

標
値
を
設
定
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

③
事
業
費
を
一
定
額
以
上
の
も
の
に
絞

る
な
ど
、
外
部
評
価
対
象
事
業
選
定

方
法
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
。
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各
担
当
課
（
局
）
で
は
、
恒
常
的

に
事
務
事
業
の
手
法
を
改
善
し
て
い

く
こ
と
に
、
非
常
に
消
極
的
で
あ
る

と
い
う
印
象
が
強
く
、
施
策
目
標
に

照
ら
し
て
、
ど
の
よ
う
な
状
態
を
作

り
出
し
た
い
の
か
を
明
ら
か
に
し
、

よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な
手
法
は
な

い
の
か
を
日
常
的
に
考
え
る
職
員
の

意
識
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
。
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外
部
評
価
委
員
会
の
評
価
結
果
や

提
言
を
い
か
に
具
体
化
す
る
の
か
を

正
面
か
ら
検
討
す
る
機
関
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
外
部
評
価
委
員

会
か
ら
の
提
言
の
実
施
、
進
行
管
理

の
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
。
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補
助
事
業
や
助
成
事
業
全
体
に
つ

い
て
、
規
則
に
基
づ
い
て
適
正
に
実

施
さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
し
、
目
的

を
達
成
し
た
事
業
に
も
漫
然
と
補
助

や
、
助
成
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
、

第
三
者
に
よ
る
総
点
検
を
実
施
す
る

こ
と
。
ま
た
、
自
立
的
に
事
業
を
行

う
よ
う
常
に
促
す
こ
と
。

　

以
上
の
よ
う
な
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
提
出
さ
れ
た
外
部
評
価
委
員
会
の
提

言
を
受
け
、
効
率
的
な
事
務
事
業
の
あ
り

方
、
常
に
事
務
事
業
の
手
法
を
改
善
す
る

職
員
の
意
識
づ
く
り
、
意
識
改
革
な
ど
、

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▲外部評価報告書を提出する
佐川委員長（右）

計画計画
（PLAN）（PLAN）
計画

（PLAN）

評価評価
（CHECK）（CHECK）
評価

（CHECK）

改革改善改革改善
（ACTION）（ACTION）
改革改善
（ACTION）

実行実行
（DO）（DO）
実行
（DO）

行政評価のシステム行政評価のシステム行政評価のシステム
�
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　行政評価では、民間の経営サイクルである「計画→実行→評
価→改革改善案の検討→計画に反映→実行…」という����マ
ネジメントサイクルを行政運営に取り入れています。
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年１２月号５

　
　

月　

・　

日
、
甲
神
社
に
お
い
て
文

１０

１５

１６

化
財
曝
涼
（
虫
干
し
）
を
兼
ね
た
宝
物
公

開
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
常
陸
太
田
市
で
行
わ
れ

て
い
る
文
化
財
曝
涼
に
合
わ
せ
て
実
施
さ

れ
た
も
の
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
２
度
目

の
公
開
と
な
り
ま
し
た
。　

日
は
雨
天

１５

だ
っ
た
た
め
刀
剣
や
古
文
書
類
を
公
開
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
翌
日
は
佐
竹
義
昭

奉
加
帳
（
県
指
定
）
な
ど
す
べ
て
の
指
定

文
化
財
と
室
町
時
代
に
作
ら
れ
た
木
造
狛

犬
な
ど
の
未
指
定
文
化
財
を
公
開
し
、
市

内
や
近
隣
町
村
か
ら
１
３
０
人
の
観
覧
者

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
終
了
後
に
は
市
文
化
財
保
護
審

議
委
員
の
井
坂
残
米
氏
に
よ
っ
て
指
定
文

化
財
を
含
む
刀
剣
４
振
に
入
念
な
手
入
れ

が
行
わ
れ
、
保
存
処
置
が
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
財
集
中
曝
涼

ば
く
り
ょ
う

　
　

月　

日
、
オ
カ
リ
ナ
奏
者
の
宗
次
郎

１０

２２

氏
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

当
初
は
、
緒
川
地
域
上
小
瀬
地
内
の
オ

カ
リ
ー
ナ
の
森
の
野
外
音
楽
堂
で
の
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
前
日
か
ら
の

雨
で
会
場
等
の
状
態
が
悪
か
っ
た
た
め
、

緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

約
１
３
０
人
の
方
が
、
広
い
ホ
ー
ル
に

響
き
わ
た
る
澄
ん
だ
オ
カ
リ
ナ
の
音
色
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。

オ
カ
リ
ナ
の
音
色
を
楽
し
ん
で

　
　

月　

日
、
茨
城
県
立
青
少
年
会
館
で

１０

２２

「
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１
」

が
開
催
さ
れ
、
記
念
式
典
に
お
い
て
各
種

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
表
彰

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

�
全
国
し
い
た
け
管
理
経
営
コ
ン
ク
ー
ル

・
農
林
水
産
大
臣
賞　

　
　
　
　
　

桑
名　

清
市（
松
之
草
）

�
茨
城
県
林
業
コ
ン
ク
ー
ル

・
林
業
経
営
部
門　

　

優　

秀　

平
塚　

政
男（
高
部
）

・
間
伐
部
門　
　
　

　

優　

秀　

木
村　
　

洋（
舟
生
）

・
し
い
た
け
管
理
経
営
コ
ン
ク
ー
ル　

　

最
優
秀　

桑
名　

清
市（
松
之
草
）

�
国
土
緑
化
・
育
樹
運
動
ポ
ス
タ
ー
原
画

　

コ
ン
ク
ー
ル

・
小
学
校
の
部

　

入　

選　

猿
田　

宗
大（
山
方
小
４
年
）

�
国
土
緑
化
・
育
樹
運
動
標
語

　

コ
ン
ク
ー
ル

・
小
学
校
の
部

　

準
特
選　

小
野
瀬
奈
菜（
山
方
小
４
年
）

・
中
学
校
の
部　

　

準
特
選　

桜
井　

直
気（
御
前
山
中
３
年
）

　

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
の
体
験
教
室
が
８

月
、
マ
ス
タ
ー
教
室
が
９
月
か
ら　

月
に

１０

か
け
て
開
催
さ
れ
、
マ
ス
タ
ー
教
室
の
最

終
日
と
な
っ
た　

月　

日
に
記
録
会
が
行

１０

２３

わ
れ
ま
し
た
。

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
教
室
開
催

　

ス
ナ
ッ
グ
と
はStarting

N
ew
AtG
olf

（
ゴ
ル
フ
を
始
め
る
た
め
に
）の
頭
文
字
か

ら
作
ら
れ
た
造
語
で
す
。

　

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
で
は
軽
く
て
持
ち
運

び
に
便
利
な
道
具
を
使
用
し
ま
す
。
ま

た
、
運
動
場
や
広
場
な
ど
広
さ
が
限
ら
れ

た
場
所
に
コ
ー
ス
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
そ
し
て

ゴ
ル
フ
未
経
験
の
方
で
も
、
誰
で
も
楽
し

く
気
軽
に
プ
レ
イ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
一
つ
と
し
て
、「
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
２
年
目
と
な
っ
た
今

年
も
、
小
学
生
を
中
心
に
体
験
教
室
と
マ

ス
タ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
最
終
日

の
記
録
会
は
、
市
内
ゴ
ル
フ
場
の
特
設

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、　

人
が
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
の
感

４４

覚
で
楽
し
く
プ
レ
ー
を
展
開
し
ま
し
た
。



広報　常陸大宮　　　　平成２３年１２月号６

　
　

月　

日
、
常
陸
大
宮
市
一
斉
ク
リ
ー

１０

２３

ン
作
戦
が
、
国
道
・
県
道
・
市
道
で
各
地

区
の
環
境
保
全
推
進
委
員
長
を
中
心
に
地

域
住
民
参
加
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
約
１
万
１
千
人
は
、
小
学
生
か

ら
高
齢
者
ま
で
と
幅
広
く
、
地
域
全
体
で

「
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
よ
う
」と
い
う
意
識

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

参
加
者
は
、空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

紙
く
ず
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど
の
ご

み
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

回
収
し
た
ご
み
は
、
可
燃
ご
み
５
５
６

０�
、
不
燃
ご
み
３
１
３
０�
、
そ
の
他

粗
大
ご
み
で
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
作
戦
実
施

　
　

月　

日
、
塩
田
地
区
で
、
県
内
外
か

１０

３０

ら
約　

人
が
参
加
し
、
塩
田
ふ
る
さ
と
協

４５

議
会
（
大
貫
孝
夫
会
長
）
が
実
施
し
て
い

る
「
塩
田
そ
ば
の
学
校
」
に
よ
る
そ
ば
刈

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

約　

a
の
畑
で

１０

刈
り
取
ら
れ
た
常

陸
秋
そ
ば
は
、
畑

の
脇
に
立
て
か
け

ら
れ
、
天
日
で

じ
っ
く
り
乾
燥
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、　

月
１１

　

日
、
塩
田
そ
ば

１２の
会
（
宇
留
野
秋
良
会
長
）
の
指
導
に
よ

り
そ
ば
打
ち
教
室
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

猛
暑
の
な
か
種
を
ま
き
、
で
き
あ
が
っ
た

そ
ば
粉
を
使
用
し
た
手
作
り
の
そ
ば
の
味

は
格
別
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

塩
田
そ
ば
の
学
校

▲緒川地域のクリーン作戦の様子

　
　

月
３
日
、
西
部
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン

１１
ド
で　

回
目
と
な
る
ふ
れ
あ
い
広
場
が
開

２３

催
さ
れ
ま
し
た
。

第
23
回
ふ
れ
あ
い
広
場
開
催

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
聖
火
台
に
火
が

灯
さ
れ
た
あ
と
、
２
千
個
の
風
船
が
解
き

放
た
れ
、
会
場
内
に
は
約
１
０
０
の
模
擬

店
が
並
び
、
ス
テ
ー
ジ
や
フ
ィ
ー
ル
ド
に

分
か
れ
て
郷
土
芸
能
や
大
道
芸
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
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月　

日
、
平
成　

年
度
か
ら
整
備
が

１１

１１

１６

進
め
ら
れ
て
き
た
小
瀬
地
区
農
業
集
落
排

水
処
理
施
設
の
竣
工
式
が
、
地
元
関
係
者

及
び
来
賓
の
方
々
が
出
席
し
行
わ
れ
ま

し
た
。

小
瀬
地
区
農
業
集
落

　
　

排
水
処
理
施
設
が
完
成

▲左から県北農林事務所川野所長、三次市長、
仲田議長、推進委員会佐藤委員長

　
　

月　

日
、茨
城
県
歯
科
医
師
会
館
で
、

１１

１３

第　

回
茨
城
県
民
歯
科
保
健
大
会
（
茨
城

２０
県
、
茨
城
県
歯
科
医
師
会
共
催
）
が
開
か

れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、８
０
２
０
※

高
齢

者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
表
彰

が
行
わ
れ
、
泉
区
在
住
の
長
山
萬
樹
さ
ん

（　

歳
）
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

８０
　

長
山
さ
ん
は
、
６
月
に
同
コ
ン
ク
ー
ル

に
応
募
。　

人
の
な
か
か
ら
、
優
秀
賞
５

６９

人
の
う
ち
の
一
人
に
選
ば
れ
ま
し
た

　

人
の
歯
の
本
数
は
永
久
歯　

本
、
親
知

２８

ら
ず
４
本
で
、
す
べ
て
生
え
揃
う
と　

本
３２

で
す
が
、
長
山
さ
ん
は
、
自
分
の
歯
が　
３１

本
も
あ
る
と
の
こ
と
。
虫
歯
が
な
く
、
歯

医
者
に
は
ほ
と
ん
ど
通
っ
た
こ
と
が
な
い

そ
う
で
す
。

80
歳
で
31
本

　
　

月　

日
、
ご
ぜ
ん
や
ま
ま
つ
り
２
０

１１

１３

１
１
が
御
前
山
総
合
支
所
敷
地
内
で
行
わ

れ
、
た
く
さ
ん
の
方
が
会
場
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

屋
外
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
宮
路
オ
サ

ム
歌
謡
シ
ョ
ー
の
ほ
か
、
御
前
山
地
域
内

の
日
舞
志
世
寿
会
や
御
前
山
ソ
ー
Ｒ
Ａ
Ｎ

の
芸
能
発
表
等
が
行
わ
れ
、
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

ご
ぜ
ん
や
ま
ま
つ
り
２
０
１
１

　
　

月　

日
、
緒
川
物
産
セ
ン
タ
ー
か
ざ

１１

１９

ぐ
る
ま
で
特
産
品
祭
が
開
か
れ
、
し
い
た

け
や
自
然
薯
等
地
元
特
産
品
の
販
売
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
肌
寒
く
雨
が
降
り
、
足
元
が
悪

い
な
か
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
訪

れ
た
方
た
ち
は
、
１
杯
１
０
０
円
で
提
供

さ
れ
た
自
然
薯
入
り
す
い
と
ん
汁
で
体
を

温
め
て
い
ま
し
た
。

緒
川
特
産
品
祭
開
催

　

こ
の
処
理
施
設

は
、
計
画
戸
数
３

６
２
戸
、
計
画
処

理
人
口
１
７
２
０

人
、
１
日
平
均
４

６
５�
の
汚
水
を

処
理
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
農
業
用
水
・
公
共
用
水
域
の

水
質
保
全
や
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
推

進
の
た
め
、早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ハ
チ
・
マ
ル
・
ニ
イ
・
マ
ル
と
読
み
、「　

歳
８０

に
な
っ
て
も　

本
以
上
自
分
の
歯
を
保
と
う
」

２０

と
い
う
意
味

▲宮路オサム歌謡ショー
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　１１月６日、水戸市で「アルベトレッ
ペ食堂」というイベントが開催され、
常陸大宮市での地域連携活動に取
り組んでいる私たち学生も参加しま
した。
　今回のイベント参加にあたって
は、新たな挑戦がありました。それ
は、大成女子高校、文化デザイナー学院、茨城大学の
三校合同チームを結成し、参加したことです。
　常陸大宮市の畑で自分たちで育てたそばや、地元の
方に提供していただいた野菜、しいたけ、自然薯を使
い、調理・デザイン・生産者という、それぞれの得意
分野を活かしてイベントを盛り上げるとともに、高校・
専門学校・大学が一体となって、常陸大宮市をPRしました。
　他校と協働することで、自分たちの活動を客観的に
捉えることができ、改めて自分たちの活動の意義を再
確認することができました。

　

大
宮
中
の
寺
門
春
奈
さ
ん
（
１
年
生
）

と
中
島
公
平
く
ん
（
３
年
生
）
が
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
結
果
報
告
に
市
役
所
を
訪
れ
、

上
久
保
教
育
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
楯
と
メ
ダ

ル
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

寺
門
さ
ん
は
、　

月　

日
に
霞
ヶ
浦
文

１０

２６

化
体
育
会
館
で
行
わ
れ
た
県
中
学
校
新
人

体
育
大
会
で
卓
球
に
出
場
し
個
人
の
部
で

優
勝
。
中
島
く
ん
は
、　

月　

日
に
笠
松

１１

１６

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
発
着
点
と
し
て

行
わ
れ
た
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
で
、

１
区
３
・
２
キ
ロ
を
走
り
９
分　

秒
の
記

３０

録
で
区
間
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
第
１
位
！

▲寺門さん▲中島くん

※
贈
ら
れ
た
メ
ダ
ル
と
楯
は
坂
本
忠
夫
前
教
育

長
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す

　

市
で
は
、　

歳
以
上
の
要
支
援
及
び
要

６５

介
護
状
態
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
認
め

ら
れ
る
方
を
対
象
と
し
た
転
倒
骨
折
予
防

教
室
を
、
市
内
７
地
域
の
集
会
所
等
を
会

場
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
２
会
場
で
は
、
床
の
マ
ス

目
に
合
わ
せ
て
足
を
運
ぶ
ス
ク
エ
ア
ス

テ
ッ
プ
を
実
施
。
動
作
は
脚
力
の
向
上
、

動
作
を
見
て
覚
え
る
こ
と
は
脳
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
な
り
、
そ
れ
ら
は
転
倒
予
防
と

認
知
機
能
低
下
予
防
に
つ
な
が
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

教
室
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
で
進
め
ら
れ
て
い
て
、
楽
し
く
仲
間
と

過
ご
す
こ
と
も
、
よ
い
刺
激
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
で
転
倒
予
防

▲山方総合支所にて

　
　

月
に
移
動
市
長
室
を
市
内
５
地
域
で

１１
開
設
し
ま
し
た
。

　

移
動
市
長
室
は
、　

年
度
か
ら
行
っ
て

２０

い
て
、
市
政
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　
　

日
は
美
和
地
域
、　

日
は
緒
川
地
域
、

１４

１７

　

日
御
前
山
地
域
、　

日
大
宮
地
域
、
最

２１

２２

終
日
の　

日
に
は
山
方
地
域
で
行
わ
れ
、

２４

市
民
の
方
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
お
伺
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

移
動
市
長
室
開
設

▲緒川保健センターにて



広報　常陸大宮　　　　平成２３年１２月号９

順不同・敬称略〈奨学基金へ〉

　

胴
部
の
接
合
と
樹
脂
の
充
て
ん
が
完
了

し
た
人
面
付
土
器�
い
ず
み�
。
レ
プ
リ
カ

作
成
の
型
取
り
前
に
、
頭
部
を
精
査
し
た

と
こ
ろ
、
大
変
細
か
い
ヒ
ビ
が
そ
こ
か
し

こ
に
見
つ
か
り
、
ア
ク
リ
ル
樹
脂
の
注
入

と
、
そ
れ
だ
け
で
は
弱
い
と
こ
ろ
に
は
エ

ポ
キ
シ
樹
脂
の
充
て
ん
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
頭
部
内
側
の
型
取
り
後
、
胴

部
と
接
合
し
て
、
一
気
に
外
面
の
型
取
り

を
す
る
予
定
で
し
た
が
、
補
強
は
し
て
も

頭
部
の
ヒ
ビ
を
考
慮
し
て
安
全
策
を
取
り
、

頭
部
と
胴
部
を
分
け
て
複
製
す
る
こ
と
に

し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
方
法
は
、
接
合
し

て
型
取
り
す
る
よ
り
、
完
成
ま
で
の
手
間

が
格
段
に
多
く
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、�
い
ず
み�
を
壊
し
た
り
傷
つ
け

た
り
し
て
は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
資

料
の
状
態
を
見
極
め
て
、
最
善
の
方
法
を

探
り
つ
つ
作
業
は
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

型
は
シ
リ
コ
ン
で
取
り
ま
す
。�
い
ず

み�
の
顎
や
頬
に
塗
ら
れ
て
い
る
、
赤
色

顔
料
の
一
つ
の
ベ
ン
ガ
ラ
が
は
が
れ
た

り
、
土
器
の
表
面
が
傷
ん
だ
り
し
な
い
よ

う 
錫  
箔 
で
保
護
し
（
写
真
１
）、
そ
の
上
か

す
ず 
は
く

ら
シ
リ
コ
ン
を
塗
り
ま
す（
写
真
２
）。
口

や
目
の
回
り
に
施
さ
れ
た
細
か
い
文
様
部

分
も
鮮
明
に
型
取
り
す
る
た
め
に
、
空
気

が
入
ら
ぬ
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
い
ま

す
。
シ
リ
コ
ン
の
型
は
薄
く
軟
ら
か
い
の

で
、
外
面
の
シ
リ
コ
ン
型
の
外
側
は
石
膏

で
固
め
、
内
面
の
型
の
内
側
は
エ
ポ
キ
シ

樹
脂
を
積
層
し
て
固
め
、
し
っ
か
り
と
し

た
型
を
作
り
上
げ
ま
す
。

　

写
真
３
は
、�
い
ず
み�
頭
部
か
ら
取
っ

た
３
つ
の
型
。
右
上
の�
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う�

が
頭
部
内
側
の
型
で
す
。
突
き
出
た
顎
の

内
面
の
空
間
な
ど
、
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
部
分
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〝
い
ず
み
〞

〝
い
ず
み
〞

人
面
付
土
器

〝
い
ず
み
〞

〝
い
ず
み
〞

〝
い
ず
み
〞

④
修復中！

�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�

�
�
�
�
�

「野上正勝氏の古希を祝う会」チャリティーコンペ
28,500円

（有）瑞穂農場　代表取締役　下山一郎
500,000円

　

胴
部
外
面
の
型
取
り
も　

月
下
旬
に
は

１１

終
了
し
、　

月
中
旬
に
は
型
に
エ
ポ
キ
シ

１２

樹
脂
を
注
入
し
て
レ
プ
リ
カ
の
原
形
が
で

き
あ
が
る
予
定
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�

写
真
提
供
・
取
材
協
力�
府
中
工
房　

堀
江
武
史
氏

歴
史
民
俗
資
料
館　
�
　

－

１
４
５
０

５２

▲錫箔で養生

���

▲シリコン塗布

���

▲頭部の型

���

　解体・クリーニング　

　接合　

　補彩　

　レプリカ製作　

　充てん　
11月

作　業　工　程※
こ
の
修
復
事
業
に
は（
財
）朝
日
新
聞
文
化
財

団
よ
り
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
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敬称略
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▲優勝した舟生ソフトの皆さん
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▲優勝したJ・Bクラブの皆さん
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廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっったたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻戻すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」廃業した国内商品先物取引業者から被った損金を「取り戻す」
とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととといいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪怪ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧勧誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！という怪しい勧誘にご注意を！

廃業した国内商品先物取引業者から被った損金を「取り戻す」廃業した国内商品先物取引業者から被った損金を「取り戻す」
という怪しい勧誘にご注意を！という怪しい勧誘にご注意を！

困った時は消費生活センターにご相談ください。
■茨城県消費生活センター　　　　�０２９－２２５－６４４５
■常陸大宮市消費生活センター　　�５２－２１８５（直通）（本庁商工観光課内）

　国内商品先物取引で損失を被った消費者が、商品先物取引に係る業者や返金機関などの名をかたった
業者から、返金のための手数料などを求められたり、被害回復を名目として有価証券（株・社債など）
などの金融商品の契約を勧められたりする手口にのり、二次被害に遭ってしまうことがあります。

－「隠し財産が見つかった」「返金される」の言葉にだまされないで－

　元社員やその関係者などと称して、消費者の過去の取引情報を知る者が連絡し、あたかも実在するよ
うな「協会」や「支援団体」を紹介して契約を勧めるなど、巧みに信用させる手口にくれぐれも用心し
てください。

�����������	
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　国民生活センターでは、既に廃業などにより連絡がつかなくなった国内商品先物取引業者から、実際
に損金を取り戻したケースは１件もないとのことです。
　さらなる契約トラブルに巻き込まれる可能性も高いため、「損を取り戻す」などという不審な話には、
決して耳を貸さないでください。
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▲優勝した熊久保Bチームの皆さん
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年１２月号１２

特定
保健指導

はあなたの健康づくりを応援します特定
保健指導

はあなたの健康づくりを応援します特定
保健指導

はあなたの健康づくりを応援します特定
保健指導

はあなたの健康づくりを応援します
糖分摂りすぎていませんか？糖分摂りすぎていませんか？生活習慣病予防は毎日の食事から

　

今
年
度
の
健
診
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ

ん
、
健
診
の
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
？

　

健
診
項
目
の
う
ち
、血
糖
や
中
性
脂
肪
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
尿
酸
な
ど
は
、
血
液

の
成
分
を
調
べ
た
も
の
で
す
。

　

で
は
、
私
た
ち
の
血
液
は
何
か
ら
作
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

血
液
は
、
私
た
ち
が
毎
日
口
に
す
る
食

べ
物
や
飲
み
物
が
体
の
中
で
分
解
さ
れ
、

吸
収
さ
れ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、血
液
検
査
項
目
を
改
善
さ
せ
る
に
は
、

毎
日
の
食
生
活
が
と
て
も
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

食
生
活
で
は
ど
こ
に
気
を
つ
け
れ
ば
よ

い
の
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
一
日
３
回
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
主
食
と
な
る
食
品
（
ご

飯
・
パ
ン
・
め
ん
類
な
ど
）、
主
菜
と
な
る

食
品（
肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
食
品
な
ど
）、副
菜

と
な
る
食
品（
野
菜
・
き
の
こ
・
海
藻
な
ど
）

を
そ
ろ
え
て
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
昼
夕
の
食
事
を
で
き
る
だ
け

均
等
に
す
る
こ
と
は
、
体
の
代
謝
機
能
に

や
さ
し
い
食
べ
方
に
な
り
ま
す
。
忙
し
い

朝
食
で
は
、
ご
飯
と
納
豆
な
ど
で
簡
単
に

済
ま
せ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
前
も
っ
て

簡
単
な
野
菜
料
理
を
準
備
し
て
お
く
な
ど

し
て
、野
菜
も
不
足
な
く
摂
れ
る
と
良
い
で

す
ね
。野
菜
の
一
日
の
摂
取
基
準
量
は
４

０
０ 
ｇ 
で
す
。１
食
分
の
１
３
０ 
ｇ 
は
生

の
状
態
で
両
手
に
の
る
量
、
ゆ
で
た
野
菜
な

ら
片
手
に
の
る
量
が
目
安
に
な
り
ま
す
。

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
は
、
必
要

な
栄
養
素
が
過
不
足
な
く
摂
れ
、
健
康
の

維
持
に
つ
な
が
り
ま
す
。

�問い合わせ�　健康推進課　〔総合保健福祉センター（かがやき）内〕　�５４－７１２１

��  保健師・管理栄養士より  ��

　健診の結果で、生活習慣病にかかる危険性が高い方に対し、一人ひとりの体の状態に合わせた詳しい

話をさせていただき、生活習慣改善のお手伝いをします。検査値異常の原因がどこにあるのか、生活を

振り返りながら一緒に考えていきましょう。

バランスのよい１回の食事の一例バランスのよい１回の食事の一例バランスのよい１回の食事の一例

便秘を予防したり栄養を吸収する手助けをするなど体の調子を整えます

糖分や脂肪の吸収を抑えるため食事の最初に食べましょう

（例）野菜の煮物や野菜サラダ

副菜副菜

熱や力の元になります

（例）ご飯

主食主食 筋肉や血液などを作ります

（例）鮭のムニエル

主菜主菜
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御
前
山
地
域
の
西
端

に
位
置
す
る
野
田
地

区
。
字
綱
川
に
あ
る
お

堂
が
長
源
寺
地
蔵
堂
で

す
。
寺
に
伝
わ
る
書
付

に
よ
れ
ば
創
建
は
天
正

元
年
（
一
五
七
三
）、
当

時
は
「
三
王
山
医
王
院

長
源
寺
」
と
称
し
た
と

さ
れ
ま
す
。
で
す
が
、

水
戸
藩
が
領
内
の
寺
院

の
台
帳
「
開
基
帳
」
を

ま
と
め
た
寛
文
三
年

（
一
六
六
三
）の
段
階
で

は
、
長
源
寺
は
「
皆
本
山
長
玄
寺
」
と
表

記
さ
れ
、
浄
土
宗
で
瓜
連
の
常
福
寺
の
末

寺
だ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
戸
藩
成
立
以
前
の
慶
長
七
年
（
一
六

〇
二
）に
家
康
の
命
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る 
備  
前  
検  
地 
で
は
、長
源
寺
は「 
見 

び 
ぜ
ん 
け
ん 
ち 

み

 
捨 
」（
見
捨
地
）
と
さ
れ
年
貢
が
免
除
さ
れ

す
てて

い
ま
し
た
。
檀
家
は
三
十
五
軒
と
い
う

小
さ
な
寺
で
し
た
。

　

こ
れ
だ
け
の
大
き
さ
の
絵
を
、
小
さ
な

寺
院
が
持
つ
に
至
っ
た
経
緯
は
な
ん
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら
く
檀
家
が
資

金
を
出
し
合
い
、
更
に
一
般
の
人
々
に
も

 
勧  
進 
（
寄
付
）
を
募
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

か
ん 
じ
ん

ん
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
涅
槃
会
を
重
要
視

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
思
い
は
今
に
受
け
継
が
れ
、
長
源

寺
地
蔵
堂
で
は
現
在
も
毎
年
八
月
二
十
三

日
に
子
安
地
蔵
の
開
帳
を
兼
ね
た
涅
槃
会

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
野
田
の
四
つ
の
地

区
が
回
り
番
で
会
の
準
備
・
片
付
け
の
担

当
と
な
り
、
当
日
は
朝
か
ら
地
蔵
堂
の
周

り
や
堂
内
を
清
掃
し
、
涅
槃
図
を
掛
け
、

子
安
地
蔵
の 
厨  
子 
を
開
帳
し
て
参
拝
の

ず 

し

人
々
を
待
ち
ま
す
。
線
香
を
手
向
け
お
参

り
し
、
持
ち
寄
っ
た
だ
ん
ご
や
お
酒
な
ど

を
振
る
舞
い
、
一
日
中
、
地
元
の
人
々
や

子
ど
も
た
ち
の
参
拝
が
続
く
そ
う
で
す
。

無
住
に
な
っ
た
寺
院
に
伝
わ
る
行
事
を
地

区
の
檀
家
だ
け
で
行
っ
て
い
る
大
変
珍
し

い
事
例
と
い
え
ま
す
。

　

地
蔵
堂
の
役
員
の
方
々
の
協
議
に
よ
り

境
内
を
整
備
し
、
近
年
、
裏
山
に
埋
も
れ

て
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
江
戸
時
代
初

期
以
来
の
歴
代
住
職
の
墓
や
新
潟
や
水
戸

な
ど
他
所
の
人
の
墓
を
掘
り
起
こ
し
て
並

べ
直
す
な
ど
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
思
い
に

よ
っ
て
今
も
地
蔵
堂
は
地
域
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
滝
田
次
男
さ
ん
に
聞
き
取
り
調
査

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２

��
�ちょう��
���
��
��
��

げ
ん 
じ 

し
ゃ 
か
���
��
���
���
�

ね 
は
ん 
ず

　

地
蔵
堂
に
安
置
さ
れ
る
子
安
地
蔵
は
古

く
か
ら
安
産
・
子
育
て
を
願
う
女
性
の
信

仰
を
集
め
て
き
ま
し
た
。
地
蔵
の
左
手
に

は
出
産
を
ひ
か
え
た
女
性
が
腹
に
巻
い
て

安
産
を
願
っ
た
と
い
う
紅
白
の
タ
ス
キ
が

何
本
も
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

長
源
寺
に
は
江
戸
時
代
中
ご
ろ
の
制
作

と
思
わ
れ
る
「
釈
迦
涅
槃
図
」
と
い
う
絵

画
が
伝
わ
り
ま
す
。「
涅
槃
図
」と
は
釈
迦

が
臨
終
を
迎
え
る
場
面
を
描
い
た
絵
画

で
、
釈
迦
を
尊
び
し
の
ぶ
「 
涅  
槃  
会 
」
が

ね 
は
ん 
え

行
わ
れ
る
際
に
そ
の
場
に
飾
ら
れ
る
も
の

で
す
。
そ
の
た
め
多
く
は
掛
軸
と
し
て
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
大
判
の
も
の
が
多
い
の

が
特
徴
で
、
長
源
寺
の
涅
槃
図
も
縦
２
１

９�
、
横
１
４
５�
あ
ま
り
あ
り
ま
す
。

国
宝
と
し
て
有
名
な
高
野
山
金
剛
峯
寺
の

日
本
最
古
の
涅
槃
図
は
、
平
安
時
代
後
期

の
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
の
銘
が
あ
り
、

お
よ
そ
２
７
０�
四
方
の
大
き
さ
で
す
。

　

涅
槃
図
が
入
っ
て
い
た
箱
の
表
書
に

「 
涅  
槃  
絵  
像 

ね 
は
ん 
え 
ぞ
う 
什 
じ
ゅ
う 
物 　
長
源
寺　 
體  
誉  
代 
」、
箱

も
つ 

た
い 
よ 
だ
い

裏
に「 
念  
仏  
講  
惣  
旦 

ね
ん 
ぶ
つ 
こ
う 
そ
う 
だ
ん 
中 
ち
ゅ
う 
延 えん 
享 
き
ょ
う 
四 よん 
丁 
ひ
の
と 
卯  
四  
月 

う 

し 
が
つ

 
造 ぞう 
立 
」
と
墨
書
が
あ
り
ま
す
。「
造
立
」
が

り
ゅ
う

箱
の
制
作
を
指
す
の
か
、
絵
自
体
の
制
作

を
指
す
の
か
不
明
で
す
が
、
少
な
く
と
も

絵
は
箱
と
同
時
代
か
そ
れ
よ
り
早
く
作
ら

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

絵
で
は
北
枕
に
横
た
わ
る
釈
迦
の
周
囲

に
集
ま
っ
た
弟
子
や
諸
仏
、
動
物
や
昆
虫

た
ち
が
そ
の
死
を
嘆
き
悲
し
む
様
子
が
極

彩
色
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
画
面
の
右
上

か
ら
は
釈
迦
の
母
親
の 
摩  
耶  
夫  
人 
が
天
上

ま 

や 

ぶ 
に
ん

か
ら
駆
け
付
け
て
い
ま
す
。

▲長源寺地蔵堂

▲紙本著色釈迦涅槃図
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　１１月１５日から１７日の３日間にわたり、大規模災害が発生したとの想定で、野外におけるテント生
活、非常食の摂取や仮眠等を経験する訓練を実施しました。訓練日は、氷点下に迫る寒さのなか、
隊員はエアーテントの設営から開始。図上訓練や危険予知訓練等を実施し、テント内で寝袋を使い
仮眠をとるなど、実践さながらの訓練となりました。
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　１０月２２日、茨城県庁敷地内を会場としたメディカルラリーに、市消防本部の救急
救命士と常陸大宮済生会病院の医師・看護師が救急医療チームを組んで参加しまし
た。県内から１３チームが参加し、救急医療の更なるレベルアップを図りました。

�������	
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　医師、看護師、救急救命士、救急隊員がチームを組み、
シナリオに添った演技を行う特殊メーキャップを施した
模擬患者に対し、限られた時間内にどれだけ迅速、的確
な観察、必要な救命処置を行うことができるか判定によ
る評価で競う技能コンテストのこと。
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　年末年始のこの時期は、救急車の出動が一年の中で最も多くなる時期で
す。体調管理や事故防止に努め、新たな年をお迎えください。
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　局番なしで「１１９」をダイヤルします。市内の一般の家庭電話や公衆電話から通報した場合、市消
防本部の通信指令室につながります。
　通報を受けた指令員は「はい、消防署です。火災ですか、救急ですか」とたずねます。「火災」か
「救急」か伝えてください。
　実際に火災に見舞われた時や家族がけがや急病の時、気が動転し、落ち着いて通報ができなくな
ることがあります。しかしながら、慌てて一方的に話すと、正確に伝わらない上、時間もかかりま
す。自分だけで一方的に話そうとせず、落ち着いて、聞かれたことに正確に答えていくのが良い方
法です。ただし、通報している場所にまで煙や火が拡大するなど自分の身に危険が迫っている場合
は、すぐ避難しましょう。
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健  康
通  信
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掃 除 機 省 エ ネ 術
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マイナスカーボン・プリンティングシステムズ

1 0.77
（出典：林業白書）

高さ
22ｍ

直径
26cm

0021

24.75kgのCO2削減量とは
樹齢50年（高さ22ｍ・直径26cm）の杉の木約1.77本分が
1年間に吸収するCO２量に匹敵します。
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　以前から気になっていた東海村のイモゾーさん。
どのイベントに参加してもなかなかお会いすることができな
かったのですが、常陸秋そばフェスティバルでついに初顔合
わせ。
　そして帰宅後、イモゾーさんのプロフィールを見ていたら
驚きの事実を知りました！「イモゾー」は通称で、本名は 
「芋畑 富蔵（いもばたけ・とみぞう）」というそうです！
　ちなみに、・・・ひたまるは「ひたまる」です。

▲平成２３年４月撮影　湛水開始前

▲平成２３年８月撮影　湛水中

　平成１０年に着工し工事をすすめていた御前山ダム
が完成し、平成２３年７月、ダムの安全性を確認する
ための試験湛水が開始されました。
　試験湛水は、本格的に運用する前にダムに実際に
水を貯めて満水としたあと再び水を抜いていき、水
圧の上昇と下降により、ダムの堤体やダム湖周辺に
異常はおきないか、浸透水量は適性か等を確認する
ものです。
　運用が開始されるとダムの水は、常陸大宮市のほ
か、城里町、水戸市、那珂市、茨城町、ひたちなか
市、大洗町、東海村の田畑で使用されます。
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